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今日の例会

第1563回 平成27年9月15日（火）

卓話 “中華料理の面白話料理名のつけ方”

会員 林永芳君

|名古屋東RC増田会長ご挨拶’

騒
110年目の節目の年にありますが、そのシカゴRCが

黎明期の瞳､物質的相互扶助というものを掲げていまし

た。樫尾会長とはまさにそれをやりあっております。

私の主治医は樫尾先生であり、先生の歯は私が見ている

というのが現状です。

東RCも今年で56年目に入ります。会員は上が92歳

から下が34歳までと幅広い会員層があり、平均年齢が

64.73歳、もう少しで敬老パスがくるようなクラブで

ございます。会長職も、私を含め4代続けて戦後生まれ

の者が会長職についたクラブでございます｡今までの東

RCの歴史と伝統をどうやって後輩に繋いでいくかと

いうのが私の使命ではないかと思っております。
本日はどうもありがとうございました。

先週の例会

第1562回 平成27年9月8日（火）雨

卓話 ‘‘御嶽山噴火災害における

名古屋市消防局の活動”

名古屋市消防局消防部長加納利昭様

◆それでこそ□－タリー

◆ビジター紹介 2名

名古屋東RC会長増田浩男君

名古屋東RC 水野茂生君

◆ゲスト紹介

名古屋市消防局消防部長加納利昭様

◆出席報告

会員38(S0)名 出席30名

出席率 100%

前々回8／18（修正出席率) 96. 97%

|大谷幹事報告’

1）本日例会終了後、理事役員会がございます。

理事役員の皆様は3回梅の間へお集まり下さい

2）□一タリーの友9月号、ガバナー月信2014-15

年度最終号が届いておりますのでお帰りにお持ち

下さい

3）本日配布ご案内：米山寄付願い・WFF例会案内

樫尾会長挨拶’

本日は名古屋東ロータリークラブ

の増田浩男会長にお越しいただき

ました｡増田会長は覚王山で歯科医

をしてみえ､時々お世話になってい

ます｡また胃腸の調子が悪いときは、

樫尾クリニックにきていただき胃

カメラ検査もさせて頂いています。

またゲストとして名古屋市消防局

消防部長の加納利昭様にお越しい

~ ~~~

鰯
◆谷口国際奉仕副委員長より米山寄付のお願い
今年度はベトナムのグェンチャンさんを米山奨学生

として受け入れ、会員の皆様とも交流を図っており、

より身近に感じて頂いていることと思います。
10月は米山月間です｡主旨をご理解いただき全員参

加のご協力を賜りたくお願い致します。クラブ目標は

570,000円です（会員お一人15,000円）

尚、公益財団法人ロータリー米山記念奨学会への寄

付は所得税、法人税の控除対象となります。

宜しくお願い致します

ただきました｡後ほど御嶽山噴火の救助活動についてお

話しをいただきます。よろしくお願いいたします。

本日は災害について少し触れたいと思います｡昔からの

ことわざで「地震･雷・火事･親父」といわれるものがあ

ります。これは世の中で怖いものをたとえたようです。
地震は被害も大きくなります。東海大地震はS0年間に

85％の確率で起こるといわれてから久しくなります。
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＜いけるとこまで行くしかない｡」と覚悟を決め、全隊

に灰を防ぐためのゴーグル、マスク、噴石から守るため
にヘルメット防火衣､後は担架などの最小限の資機材で

登頂することを指示し､車で行ける最も上の中の湯まで
移動し､7時40分山岳ガイドと共に消防のガス検知隊

を先頭に入山しました。

頂上まで､約4時間、御嶽山は以前に登ったこともあ
り、登ることは大丈夫と思っていましたが、装備が登山
用で無いこと、徹夜で行動していることなど山小屋まで

到着するのは思ったより大変な行程となりましたが、ほ
ぼ予定通り、 11時S0分頂上の山小屋に到言。ここで

救助を待っていた5名の負傷者を無事自衛隊のヘリに

引き継ぐことができました。この救助活動の途中、30

0mほど離れている岩陰に救助を求めている登山者を

幸いにも発見｡この人も含め初日に6名の方を救助する
ことができたのは隊員の努力と、3機閏の連携がうまく
とれた結果だと思っています。しかし、もっと大変なこ

とは、御嶽神社の周辺に心肺停止の登山者が28名見つ

かっていました。この日の装備ではその方ﾉﾏは下ろすこ

とができず、次の日からの任務とするため、できる限り

の情報を収集し､午後2時には全員に下山するよう指示

しこの日の活動を終えました。

この後の救助活動では、隊員の資機材の搬送に自衛隊

のヘリを活用し､大規模な捜索活動が実施されましたが、

2度の台風をはじめとする天候の不良、最後は雪が降り

始めるといったことで、 10月17日まで20日間の活

動で終了しました。御嶽山は従前死火山と言われ穏やか

な山でしたが、 1979年10月噴火し、 1984年9月

には地震により29名の死者行方不明を出しています。

自然の脅威はどうしようもなく、安全な山でもいつどん

な災害が発生するか分からないのが火山列島日本の宿

命かと感じているところです。お亡くなりになられた皆
様のご冥福をお祈りいたします。

その間に阪神大震災､東日本大震災が実際に起こり大災
害をもたらしました。東南海･南海地震を含めた南海ト
ラフの3連動による巨大地震も想定されています｡雷は

限定された被害になりますが恐れられています。火事は

木造建築が主である地域では消火活動が困難で大被害
になることもあります。現在は耐火、防火建築が主流と

なり火事も限定的になっています。親父の権威は戦前、
昭和の時代に比べて少なくなっているように思います。
このおやじは「おおやじ」 （大嵐）のことで台風を意味

するともいわれています。

自然災害には地震の他、暴風雨，洪水、津波、高潮等、

異常な自然現象により生ずる被害があります。また火山
の噴火も大災害をもたらします。日本は世界でも有数な
火山国で、世界中の火山の約10%が日本に分布してい

ると言われています。日本の活火山は全国で110，2

4時間監視の火山は47あります｡御嶽山は昨年9月に

大噴火し戦後最大の火山災害となってしまいました。伊
豆大島では1986年に大噴火し全島民避難となりま
した。現在、噴火薑報5（避難）となっているのは口之

永良部島、噴火警報4（避難準備）は桜島でしたが現在
3になっています。噴火警報3（入山規制）は箱根山、

噴火警報2（火口周辺規制）は御嶽山、浅間山他多数の

火山に規制がされています。

自然災害は何時起こるかわかりませんし､避けること

は出来ません。しかしその災害を予知して，対策をとる

ことによって被害を最小限に押さえることは出来ると

言われています。備えあれば憂い無し。災害に対する備

えを怠らないようにしたいと思います。
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◆卓話

御嶽山噴火災害における名古屋市消防局の活動
名古屋市消防局消防部長加納利昭

超郵釧･lfロータリー r （紹介足立君）クヲブ生繋ザー雫

昨年発生した御嶽山の火山噴火

から早いもので一年が過きまし

た。名古屋市消防局は、その際、

緊急消防援助隊の現地の指揮支

援隊として、9月27日当日20

時30分に派遣要請があり、当消

防局としては愛知県隊の代表と

成し名東消防署に集結、消防長訓

◆9月理事役員会議事録 (9月8日）

審議報告事項

1）新会員候補について

熊谷幸治郎様医療法人ペイン池下クリニック院長

推薦者:樫尾会長 承認

＊理事会承認をうけ9月9日付にて細則第11条第1節

により全会員通知異議が無ければ10月第1例会より

入会

2）職業分類オーブン
上記新会員入会にあたり職業分類として麻酔科オー

プン 承認

3）ロータリー希望の風奨学金

先月の理事役員会での承認頂きました奨学金支援

8月27日付二コ特別基金積立より38,000円送金

4）名古屋昭和□－タリークラブとの合同例会について
11月S0B(月）←12月1日（火）の例会変更

ホスト：昭和RC(外部卓話有り）

5）クラブ計画書P27区域限界訂正

*2001年規定審議会決議事項で区域限界→所在地域
と変更（東RC増田会長よりご指摘頂きました）

して10隊48名を編成し名東消防署に集結、消防長訓

示を受け､翌0時S0分に木曽福島に向け出発しました。

4時に木曽福島に到言、その後、愛知県隊は山梨県隊と

ともに黒沢ロセンターロッジで待機している自衛隊と

長野県蕾のところに移動してほしい旨の指示により向

かいました。ここで、今回の救出に閨する方針が初めて

三者で始まりました。先言していた自衛隊から「負傷者

7名が頂上の山小屋におり山小屋のスタッフ2名が介

護している」との報告がありました。私はここで、各隊

ごとどんな命令を受け参集したかを問いました。そうし

たところ、自衛隊の隊長は、 「負傷者を救助するために

山に登ること。その際、消防に先導してもらい登頂する

ように」と言われたと聞きました。これは私も少し驚き

ましたが今回の任務で火山性の有毒ガスの危険も考え

られること。またガス検知器は消防しか持っていなかっ

たからです｡頂上の山小屋に生存者が9名も居て、救助
を待っているという確実な情報を得たことで、「ともか

＊二コボックスは次回掲載させて頂きぎす

平成27年9月29日（火） 3階錦の間
茄支雲重の日

次回例会


